
令和２年１月２９日

熊本市、肥後銀行、地方経済総合研究所との

ＳＤＧｓ連携協定について

（主な連携協力分野）



経済

社会環境

それぞれの資源や機能などの活用を図りながら、幅広い分野で緊密な相互連携と協働
を行い、地域の課題やニーズに迅速かつ適切に対応することで、ＳＤＧｓの理念である
持続可能な地域社会の実現に寄与する。

「持続可能な地域社会の実現」

地域経済の活性化

生活（文化）の質の向上豊かな環境の保全

１ 目的

持続可能な
地域社会

連携による相乗効果

社会関係資本・文化資本自然資本

経済資本



（１）ＳＤＧｓの普及・啓発に関すること

企業・市民セミナーの開催など

２ 連携内容

持続可能な地域社会を実現するため、次に掲げる事項について連携協力する。

（２） 企業等のＳＤＧｓの取り組み支援に関すること

登録・認証制度の創設検討、SDGs貢献商品の開発と寄付など

（４）教育や人材育成に関すること

小中学校向けお金の教室の開催など

（３）循環型社会の構築に関すること

地下水保全活動、温室効果ガスの削減など

（５）その他持続可能な地域社会の発展に資すること

健康づくり活動への参画、共同ＫＰＩの設置など



３ 主な連携事業

（１）ＳＤＧｓの普及・啓発に関すること

SDG Compass

出所：国連グローバル・コンパクト（UNGC）ほか２団体

１ SDGsを理解する
２優先課題を決定する
３目標を設定する
４経営へ統合する
５報告とコミュニケーションを行う

企業フォーラム

企業等を対象に、ＳＤＧｓに関するセミナーや講演会を開催し、多様なステークホル
ダーの参画を促進する。

[熊本ＳＤＧｓ推進フォーラム２０２０]



（２） 企業等のＳＤＧｓの取り組み支援に関すること

登録・認証制度の創設検討

ＳＤＧｓの見える化とインセンティブを付与することで企業等への普及を図るため、
関係機関・団体と連携しながら、登録・認証制度の構築を検討する。
※国の登録･認証制度ガイドライン（令和２年度策定予定）を踏まえ制度設計

３ 主な連携事業

出所：内閣府地方創生推進事務局



（３）循環型社会の構築に関すること

３ 主な連携事業

地下水涵養や節水活動

肥後銀行グループが行っている水源涵養対策や、熊本市の水保全対策における相互の
連携協力を強化し、熊本地域における地下水の涵養や水質の保全に取り組む。

[熊本市]
・水田オーナー、湛水事業
・ウォーターオフセット事業
・節水運動
・硝酸性窒素対策 など

[肥後銀行グループ]
・肥後の水とみどりの愛護基金
・阿蘇大観（たいかん）の森
・阿蘇水掛（みずかけ）の棚田

など

×



（４）教育や人材育成に関すること

[県内での開催実績]
31回（1,157人）

３ 主な連携事業

お金の教室

小学生を対象として、肥後銀行がお金の使い方や大切さを楽しく学ぶ機会を提供し、
社会の中で経済的に自立していくために必要な金融リテラシーの向上を図る。



（５）その他持続可能な地域社会の発展に資すること

３ 主な連携事業

共同ＫＰＩの設定

〇ＫＰＩの例

例 社会的幸福度
例 住み続けたいと感じる割合

持続可能な地域社会

⇒豊かな自然や歴史･文化に恵まれ、あたたかいふれあいに満ちた地域
の中で、将来にわたり誰もが心豊かで幸せに暮らすことができるまち

「持続可能な地域社会」の実現に向け、連携事業の進捗状況をフォローアップし、
効果的に推進するため、共同で検証指標（ＫＰＩ）を設定する。

28.3 27.9 26.9 28 28.2

43.3 44.7 44.9 46.9 47.8

H27 H28 H29 H30 R1

出所：熊本市第 7 次総合計画市民アンケート ※R1は速報値

71.6 72.6 71.8 74.9 76.0

[熊本市に住み続けたいと感じる市民の割合]

とても感じる

やや感じる


